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【2012年度運動スローガン】　〜抜本的改革を目指して〜　志は高く　歩みは着実に
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（１）第248号　2013年２月１日（金）定価　１部15円（月１回毎月１日発行）	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 平成６年６月17日第三種郵便物認可

　　　  12月21日〜1月20日 　　 　
プルデンシャル生命保険株式会社

	 現金� 3,140,000円

越田 光重	 現金� 3,000円

� （敬称略）

寄付受入	 合計�11,745,536円
給付実績　46件	 合計� 7,962,309円

※給付に関しまして、247号に掲載の累計・合計
金額に誤りがございました。訂正してお詫び申し
上げます。

東日本大震災
被災患者支援基金

基金積み増しにご協力ください
●郵便振替（通信欄に震災支援と記載）

特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 
００１５０－４－１５７５４

●銀行の場合
特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 

ゆうちょ銀行　００８店　普通　４７９９９５１

　

全
国
協
議
会
で
は
、
米
国
大
手

金
融
機
関
で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
・
サ
ッ
ク
ス
様
の
サ
ポ
ー
ト
の
も

と
で
、
血
液
疾
患
の
治
療
中
で
分

子
標
的
薬
を
服
用
し
て
い
る
患
者

さ
ん
お
よ
び
造
血
細
胞
移
植
を
受

け
る
患
者
さ
ん
で
精
子
保
存
を
希

望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
を
目
的
と

し
た
基
金
を
創
設
す
る
こ
と
に
な

り
、
１
月
21
日
に
厚
生
労
働
省
記

者
ク
ラ
ブ
で
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
リ
ベ
ッ
ク
等
の
分
子
標
的
薬

は
、
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
な
ど
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
薬

価
が
高
額
で
あ
る
た
め
、
特
に
治

療
期
間
が
長
く
、
一
生
涯
服
薬
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
、
大
き
な
経
済
的
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
造
血
細
胞
移
植
に
お
い

て
は
、
移
植
実
施
数
の
増
加
や
移

植
成
績
の
向
上
等
に
よ
り
、
移
植

後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
生
殖
医
療
も
進

歩
し
、
造
血
細
胞
移
植
の
前
に
精

子
や
卵
子
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ

り
、
完
治
し
た
の
ち
に
子
ど
も
を

持
つ
こ
と
も
夢
で
は
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
情
報
が
少

な
い
こ
と
や
費
用
的
な
問
題
か
ら
、

精
子
や
卵
子
保
存
を
利
用
で
き
な

い
若
い
患
者
さ
ん
が
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

志
村
大
輔
さ
ん
は
、
慢
性
骨
髄

性
白
血
病
と
診
断
を
受
け
て
以
来
、

分
子
標
的
薬
の
投
薬
治
療
で
の
闘

病
の
か
た
わ
ら
、
こ
の
よ
う
な
患

者
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
活
動
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
精
力

的
な
活
動
は
高
額
療
養
費
問
題
が

見
直
さ
れ
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ

に
も
な
り
ま
し
た
が
、
2
0
1
2

年
初
春
、
６
年
に
お
よ
ぶ
闘
病
の

末
に
志
村
さ
ん
は
帰
ら
ぬ
人
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
ご
遺
志
を
受
け

継
ぎ
、
具
体
的
な
支
援
の
カ
タ
チ

を
模
索
し
て
き
た
私
た
ち
は
、
志

村
大
輔
さ
ん
の
ご
友
人
が
勤
務
さ

れ
る
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス

か
ら
支
援
の
お
申
し
出
を
い
た
だ

き
、
こ
の
た
び
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

る
基
金
に
志
村
さ
ん
の
名
を
冠
し

た
基
金
を
立
ち
上
げ
、
血
液
疾
患

の
治
療
中
で
分
子
標
的
薬
を
服
用

中
の
方
と
、
精
子
保
存
を
希
望
す

る
患
者
さ
ん
に
医
療
費
助
成
を
行

う
患
者
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
精
子
保
存
を
希
望

す
る
血
液
疾
患
の
患
者
さ
ん
へ
の

医
療
費
助
成
は
、
国
内
初
と
な
り

ま
す
。

　

全
国
協
議
会
で
は
周
知
活
動
と

共
に
更
な
る
積
み
増
し
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、
本
基
金
を
運
営
す
る

と
共
に
、
高
額
な
投
薬
料
に
苦
し

む
患
者
さ
ん
の
経
済
的
負
担
を
解

消
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
所
存

で
す
。
み
な
さ
ま
も
基
金
周
知
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
10
日
付
で
第
１
回
告

示
が
行
わ
れ
た
全
国
協
議
会
の
第

７
回
役
員
選
挙
は
、
１
月
10
日
の

立
候
補
締
切
ま
で
に
、
別
掲
の
通

り
監
事
1
名
、
推
薦
理
事
６
名
、

全
国
区
推
薦
理
事
３
名
と
公
募
理

事
３
名
の
立
候
補
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
選
挙
管
理
委
員
会

（
梅
田
正
造
委
員
長
）
は
、
以
下

の
通
り
1
月
21
日
に
第
２
回
告
示

を
行
い
ま
し
た
。

●
監
事
の
選
挙（
投
票
）に
つ
い
て

　

監
事
は
定
数
３
名
に
対
し
、
立

候
補
者
が
１
名
で
あ
っ
た
た
め
に
、

役
員
選
考
規
程
第
11
条
第
２
項
の

定
め
に
よ
り
、
投
票
は
行
わ
ず
立

候
補
者
は
監
事
の
有
資
格
者
と
な

り
ま
す
。

　

監
事
の
有
資
格
者
は
、
６
月
上

旬
に
開
催
予
定
の
2
0
1
3
年
度

総
会
（
東
京
都
）
の
議
決
に
よ
り

次
期
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
す
。

●
地
区
推
薦
理
事
の
選
挙（
投
票
）

に
つ
い
て

　

北
海
道
・
関
東
甲
信
越
・
東
海

分
子
標
的
薬
治
療
と
精
子
保
存
を
対
象

「
志
村
大
輔
基
金
」を
設
立
し
患
者
支
援

●助成の対象および内容
①分子標的薬治療
　•�血液疾患の治療中で、分子標的薬を服用中の70歳
未満の方。

　•医療費の一部を給付
　•�給付上限（年額）一般所得者30万円、低所得者12
万円

②精子保存
　•�今後、造血幹細胞移植や抗がん剤治療を開始予定で
精子保存を希望される45歳以下の男性患者

　•�精子保存のための採取・保存費用、採取にかかる交
通費の一部を給付

　•給付上限20万円

●助成の条件
　世帯の所得が、当基金の定める額を超えていない方。

詳細のお問い合わせは全国協議会事務局まで

◇基金の積み増しにもご協力をお願いします
　ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店
　当座　０７１９０２５
　口座名　志村大輔患者支援基金

第
７
回
役
員
選
挙
第
２
回
告
示

北
陸
・
近
畿
お
よ
び
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
推
薦
理
事
の
立

候
補
者
は
定
数
と
同
数
の
た
め
、

役
員
選
考
規
程
第
11
条
第
２
項
の

定
め
に
よ
り
、
投
票
は
行
わ
ず
立

候
補
者
は
推
薦
理
事
の
有
資
格
者

と
な
り
ま
す
。

　

推
薦
に
よ
る
理
事
の
有
資
格
者

は
、
６
月
上
旬
に
開
催
予
定
の

2
0
1
3
年
度
総
会
（
東
京
都
）

の
議
決
に
よ
り
次
期
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
す
。

●
全
国
区
推
薦
理
事
の
選
挙
（
投

票
）
に
つ
い
て

　

全
国
区
推
薦
理
事
の
立
候
補
者

は
定
数
と
同
数
の
た
め
、
役
員
選

考
規
程
第
11
条
第
２
項
の
定
め
に

よ
り
、
投
票
は
行
わ
ず
立
候
補
者

は
全
国
区
推
薦
理
事
の
有
資
格
者

と
な
り
ま
す
。

　

全
国
区
推
薦
に
よ
る
理
事
の
有

資
格
者
は
、
６
月
上
旬
に
開
催
予

定
の
2
0
1
3
年
度
総
会
（
東
京

都
）
の
議
決
に
よ
り
次
期
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
す
。

●
公
募
理
事
の
選
挙
（
投
票
）
に

つ
い
て

　

公
募
理
事
は
定
数
３
名
の
と
こ

ろ
、
３
名
の
立
候
補
者
が
あ
り
ま

し
た
。
役
員
選
考
規
程
第
11
条
第

４
項
な
ら
び
に
選
挙
細
則
第
５
条

第
２
項
の
定
め
に
よ
り
、
全
会
員

に
よ
る
投
票
を
行
い
、
最
低
得
票

数
（
有
効
投
票
者
数
の
1
/
3
）

以
上
の
得
票
を
得
た
候
補
者
を
当

選
者
と
し
ま
す
。

　

公
募
に
よ
る
理
事
の
当
選
者

は
、
６
月
上
旬
に
開
催
予
定
の

2
0
1
3
年
度
総
会
（
東
京
都
）

の
議
決
に
よ
り
次
期
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
す
。

●
役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て

　

会
長
、
副
会
長
、
東
北
・
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
の
推
薦
理
事
に
つ
き
ま

し
て
は
立
候
補
者
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
監
事
に
つ
き
ま
し

て
は
定
員
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
っ
て
役
員
選
考
委
員
会
の
設
置

を
す
べ
く
理
事
会
に
報
告
し
ま
し

た
。

●
日
　
程

•
第
２
回
告
示

　

2
0
1
3
年
1
月
21
日
（
月
）

　

＊
各
会
員
宛
て
投
票
用
紙
等
送

付
•
投
票
期
間	

	

　

2
0
1
3
年
3
月
4
日
（
月
）

〜
3
月
18
日
（
月
）

　

＊
3
／
18
消
印
有
効

•
開
票
日
（
第
３
回
選
挙
管
理
委

員
会
）

　

2
0
1
3
年
3
月
20
日
（
水
・

第７回役員選挙　立候補者一覧
●監事候補者（定数３名）

氏　名 在住地

１ 陽田 秀夫 福島県いわき市
会長（１）、副会長（５）、監事（２）は立候補なし

●推薦理事候補者（定数９名）
ブロック 氏　名 所属団体名

北海道（１） 加藤 弦 北海道骨髄バンク推進協会

関東甲信越（２）
野村 正満 公的骨髄バンクを支援する東京の会
木村 純子 埼玉骨髄バンク推進連絡会

東海北陸（１） 田中 重勝 岐阜骨髄献血希望者を募る会
近畿（１） 森脇 豊 神戸骨髄献血の和を広げる会
中四国（１） 田中 雄一郎 骨髄バンクを支援する山口の会
東北（１）、九州（２）は立候補なし

●全国区推薦理事候補者（定数３名）
氏　名 所属団体名

１ 野澤 明男 千葉骨髄バンク推進連絡会
２ 村上 忠雄 神奈川骨髄移植を考える会
３ 北折 健次郎 あいち骨髄バンクを支援する会

●公募理事候補者（定数３名）※届出順
氏　名 在住地

１ 山村 詔一郎 奈良県大和郡山市
２ 野平 晋作 千葉県成田市
３ 荒井 善正 千葉県我孫子市

祝
）

＊
13
時
か
ら
公
開
に
て
開
票
作
業

•
開
票
結
果
の
発
表

　

2
0
1
3
年
3
月
21
日
（
木
）

＊
文
書
、
Ｈ
Ｐ
、
機
関
紙
等
で
発

表
●
投
票
方
法

　

投
票
者
無
記
名
式
に
よ
る
、
郵

送
な
ど
の
通
信
制
で
す
。

　

定
数
分
の
候
補
者
名
を
記
入
す

る
連
記
投
票
で
す
。

会見するゴールドマン・サックス　衣畑氏（右隣は志村大
輔さんの父　哲夫氏）

第
6
回
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

１
月
20
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ス
タ
ー
貸

会
議
室
（
東
京
都
台
東
区
）
に
て

約
70
名
の
参
加
の
も
と
、
第
6
回

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
患
者
さ
ん
に

最
短
で
最
適
の
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
厚
労
省
臓
器
移
植
対
策

室
間
隆
一
郎
室
長
、
虎
の
門
病
院

血
液
内
科
谷
口
修
一
部
長
、
全
国

協
議
会
四
方
田
淳
副
理
事
長
お
三

方
の
基
調
報
告
が
あ
り
、
現
況
分

析
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
で
は
、
医
療

関
係
者
、
元
患
者
、
医
療
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
よ
り
、
新
法
へ

の
大
き
な
期
待
が
語
ら
れ
、
さ
ら

に
は
全
国
協
議
会
の
海
外
視
察
の

成
果
に
も
ふ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
の

法
施
行
ま
で
の
検
討
課
題
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
で
は
、患
者
・

ド
ナ
ー
支
援
の
視
点
か
ら
会
場
内

の
意
見
も
交
え
、
私
達
の
進
む
べ

き
方
向
な
ど
に
つ
い
て
示
唆
に
富

ん
だ
議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
協
議
会
は
、
07
年
に
報
告

さ
れ
た
「
将
来
像
検
討
会
議
」
の

試
案
に
基
づ
き
、
10
年
12
月
の
市

民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
幾
多

の
提
言
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
新
法
に
結
び
付
き
ま
し
た
が
、

患
者
さ
ん
の
声
の
一
層
の
集
約
等

を
行
い
、
さ
ら
な
る
要
望
や
発
信

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
し
た
。
次
回
に
て
さ
ら
に
詳
細

を
報
告
し
ま
す
。
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　　　  12月21日〜1月20日  　　　
三井化学㈱チビットワンコイン	 現金� 400,000円
㈲アールエイエム	 現金� 78,283円
イオンマリンピア専門館	 現金� 3,101円
㈱エアネット	 現金� 152,800円
ダブル エス タイガー	 現金� 30,000円
塩谷 圭	 現金� 1,000円
上入來 正	 現金� 21,000円
飯島 孝枝	 現金� 2,340円
匿名	 現金� 5,000円
●白血病患者支援基金
㈱北越ケーズ	 現金� 33,354円
㈱クスリのアオキ	 現金�1,039,440円
箱根駅伝田町応援者有志	 現金� 2,180円
嶋津 桂子	 現金� 3,000円
●佐藤きち子患者支援基金
MRIインターナショナル,INC.	 現金� 32,000円
財団法人 倉敷中央病院	 現金� 7,955円
コットンキャップの会	 現金� 20,000円
中村 信	 現金� 10,000円
古賀 聡子	 現金� 5,000円
ミヤデラ ヨシコ	 現金� 20,000円
●志村大輔基金
箱根駅伝宮ノ下募金箱	 現金� 84,942円
志村 哲夫	 現金� 5,000円
志村 励子	 現金� 5,000円
犬塚 大輔	 現金� 5,000円
犬塚 亜希子	 現金� 5,000円
犬塚 漢采	 現金� 5,000円
犬塚 瑛慈	 現金� 5,000円
柴谷 春子	 現金� 7,000円
原田 豊則	 現金� 2,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に 
感謝申し上げます 

活動資金の援助をお願いします
銀行口座　三井住友銀行  新宿通支店

 普通  ５６６６６５５
郵便振替口座　００１５０-４-１５７５４

特定非営利活動法人
全国骨髄バンク推進連絡協議会

全国協議会は国税庁より「認定NPO法人」
として認可されていますので、
寄付控除の対象となります。

確定申告の季節です

第
21
回
　
い
の
ち
を
考
え

る
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式

埼玉県さいたま市

揃
い
の
赤
T
シ
ャ
ツ
で

エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
ラ
ソ
ン

消
え
た
笑
顔
が
ま
た
戻
る

宮崎県宮崎市

骨髄バンクの最新情報をお知らせする�─── 骨髄バンクNOW
●第34回厚生科学審議会疾病対策部会造血幹細胞移植委員会について
　平成24年12月28日、第34回厚生科学審議会疾病対策部会造血幹細胞移植委員
会（以下、審議会と言う）が開催されました。同年９月に成立、公布した造血幹
細胞移植法の施行に向けて、基本方針や事業許可の要件などについて決定してい
くために、専門家等による具体的な議論を行うことを目的としています。造血幹
細胞移植法は公布後１年半以内の施行が義務付けられていますが、厚生労働省で
は今年中の施行を目指しており、９月末まで月１回ペースで審議会が開催される
予定です。
　なお、平成24年10月より、当財団では造血幹細胞移植法の成立を踏まえ、骨髄
バンク事業の解決すべき課題について検討を行うために外部の有識者を含めた委
員で構成する「将来検討会議」を設置して、月１回の頻度で検討を始めています。

◆日本骨髄バンクの現状（平成24年12月末現在）
	 11月	 12月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 3,274	 3,233	 425,358	 567,144
患者登録者数	 249	 236	 2,963	 37,580
移　植　例　数	 121	 85	−	  15,049
■12月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10代　2,776人／ 20代　71,515人／ 30代　152,979人／
40代　158,460人／ 50代　39,628人
■12月の20歳未満の登録者272人

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
　　平成24年7月より集計方法が変わりました。

《財団マンスリー JMDP（1月15日発行）より抜粋》

共
催
イ
ベ
ン
ト

北
か
ら
南
か
ら

タ
ス
キ
が
つ
づ
る
感
動
の
ド
ラ
マ

の
ぼ
り
に
こ
め
た
励
ま
し
の
想
い

欧 

州 

視 

察 

そ 

の 

3

　

１
月
２
日
・
３
日
、
新
春
の
箱
根

路
に
て
第
89
回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
争
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も

骨
髄
バ
ン
ク
の
の
ぼ
り
が
沿
道
を
赤

く
染
め
ま
し
た
。

　

2
0
0
3
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有

志
が
手
作
り
で
開
始
し
、
そ
の
後
全

国
協
議
会
が
引
き
継
い
で
「
箱
根
駅

伝
に
お
け
る
骨
髄
バ
ン
ク
普
及
啓
発

活
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
今

回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。
骨
髄
バ

ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
、
お
正
月
も

病
室
や
自
宅
で
療
養
す
る
患
者
さ
ん

に
、
今
年
も
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

箱
根
の
山
の
ぼ
り
で
は
、
寒
風
が
吹

き
荒
れ
る
中
、
体
調
を
く
ず
し
棄
権

す
る
選
手
が
出
た
り
、
ご
ぼ
う
抜
き

の
シ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
各

校
の
タ
ス
キ
が
様
々
な
ド
ラ
マ
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
沿
道
で
の
ぼ
り
を

持
つ
私
た
ち
に
も
選
手
の
皆
さ
ん
の

懸
命
さ
が
伝
わ
り
、
寒
さ
を
振
り
払

い
な
が
ら
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

特
に
宮
ノ
下
で
は
、
各
校
の
五
区
の

選
手
の
名
前
を
叫
ん
で
声
援
を
送
り
、

選
手
達
も
応
援
を
身
近
に
感
じ
て
大

き
な
力
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
宮
ノ
下
で
の
募

金
活
動
で
す
が
、
今
年
は
新
し
く
ス

タ
ー
ト
す
る
「
志
村
大
輔
基
金
」
へ

の
募
金
活
動
と
し
て
実
施
し
、
志
村

大
輔
さ
ん
の
ご
家
族
も
参
加
さ
れ
、

沿
道
の
皆
様
か
ら
も
温
か
い
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
箱
根
駅
伝
で
の
活
動
に
は
、

全
国
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
他
、
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
の
各
会
、
2
0
0
6
年

か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
プ
ル

デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
㈱
の
社
員
や

そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
が
加
わ
り
、

さ
ら
に
骨
髄
移
植
を
受
け
て
元
気
を

取
り
戻
さ
れ
た
患
者
さ
ん
と
お
子
さ

ん
の
参
加
も
あ
り
、
活
動
の
一
層
の

広
が
り
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

今
年
も
本
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
、

ご
配
慮
を
下
さ
っ
た
関
東
学
生
陸
上

競
技
連
盟
様
、
の
ぼ
り
旗
の
設
置
と

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
宮

ノ
下
商
店
街
箱
根
駅
伝
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
・
鈴
廣
蒲
鉾
・
箱
根
町
消

防
署
・
箱
根
恵
明
学
園
・
読
売
新
聞

小
田
原
中
央
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
、
沿
道
で
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
声

援
を
送
ら
れ
た
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
そ
し
て
宮

ノ
下
で
の
募
金
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

活
動
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
雪
深
い
青
森
か
ら
初
め
て
箱
根
駅

伝
で
の
啓
発
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

１
日
目
、
ス
タ
ー
ト
間
も
な
い
御

成
門
駅
付
近
で
は
大
谷
前
会
長
を
は

じ
め
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
の
社
員
の

方
が
ご
家
族
を
伴
っ
て
早
朝
に
も
か

か
わ
ら
ず
沿
道
で
、
の
ぼ
り
を
手
に

た
く
さ
ん
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
選
手
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

電
車
で
箱
根
宮
の
下
ま
で
移
動
し
、

富
士
屋
ホ
テ
ル
前
で
、
宮
ノ
下
チ
ー

ム
と
合
流
し
大
き
な
声
で
チ
ラ
シ
を

配
り
な
が
ら
応
援
と
募
金
活
動
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
こ
れ

か
ら
新
た
に
立
ち
上
げ
る
「
志
村
大

輔
基
金
」
の
志
村
さ
ん
の
ご
家
族
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
両
親
と
妹
さ

ん
ご
夫
婦
、
そ
し
て
甥
の
小
学
生
の

二
人
の
男
の
子
で
す
。
自
分
の
想
い

を
精
一
杯
の
言
葉
に
か
え
て
応
援
に

駆
け
付
け
た
皆
さ
ん
へ
の
募
金
の
お

願
い
に
、
と
て
も
心
が
う
た
れ
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。
こ
の
子
た
ち

が
大
人
に
な
っ
た
こ
ろ
に
は
、
患
者

さ
ん
が
充
実
し
た
環
境
の
も
と
で
最

良
の
治
療
に
専
念
で
き
る
社
会
で
あ

る
よ
う
に
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

２
日
目
の
終
盤
、
田
町
駅
付
近
で

の
応
援
で
は
、
繋
い
だ
タ
ス
キ
に
掛

け
た
選
手
の
走
り
に
感
動
と
感
謝
の

気
持
ち
に
満
た
さ
れ
た
２
日
間
で
し

た
。�

（
柴
谷
）

◆
　
寄
付
贈
呈
式
　
◆

　

１
月
21
日
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生

命
保
険
㈱
静
岡
支
社
に
て
箱
根
駅
伝

で
の
啓
発
活
動
に
対
す
る
寄
付
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ラ
ハ

ン
社
長
よ
り
寄
付
金
目
録
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。

　

２
日
に
横
浜
で
活
動
し
た
元
患
者

さ
ん
の
宮
本
真
樹
さ
ん
が
、
ド
ナ
ー

経
験
者
で
も
あ
る
社
員
の
依
田
明
彦

さ
ん
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、

こ
の
活
動
に
よ
っ
て
元
気
を
取
り
戻

し
た
お
話
を
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂

け
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
の
共
催
支
援
を
得
て
、

埼
玉
の
会
で
は
12
月
16
日
彩
の
国
す

こ
や
か
プ
ラ
ザ
に
て
今
年
度
で
21
回

目
と
な
る
「
い
の
ち
を
考
え
る
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
今

年
も
実
行
委
員
の
一
人
と
な
り
、
夏

休
み
中
に
応
募
の
あ
っ
た
、
小
・
中

学
生
の
全
作
品
（
61
校
・
2
2
2
作

品
）
に
目
を
通
し
審
査
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
が〝
い

の
ち
を
考
え
る
〟
と
い
う
深
く
重
い

テ
ー
マ
と
真
剣
に
向
き
合
い
、〝
生

と
は
、
死
と
は
、
命
と
は
、
そ
し
て

本
当
に
大
切
な
も
の
と
は
何
か
〟
を

自
分
に
問
い
か
け
る
作
品
が
多
く
、

私
た
ち
審
査
す
る
側
も
沢
山
の
感
動

と
感
謝
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て

来
年
も
再
来
年
も
、
ず
っ
と
ず
っ
と

と
同
時
に
、
バ
ン
ク
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
笑
顔
が
消
え
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ョ

イ
の
は
ず
が
皆
2
0
0
メ
ー
ト
ル
を

短
距
離
走
の
如
く
必
死
で
駆
け
抜
け

て
い
き
ま
す
。
高
校
生
が
、
中
学
生

が
、
そ
し
て
小
学
生
ま
で
が
後
か
ら

追
い
越
し
て
い
き
ま
す
。
結
果
は

続
く
事
を
願
い
表
彰
さ
れ
た
20
名
の

皆
さ
ん
に
拍
手
を
贈
り
表
彰
式
が
終

わ
り
ま
し
た
。�

（
埼
玉
の
会 

木
村
）

　

さ
て
、
24
年
最
後
の
活
動
は
楽
し

く
来
年
に
繋
が
る
も
の
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
12
月
22
日
宮
崎
市
体

育
連
盟
主
催
の
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
ラ

ソ
ン
」
に
エ
ル
モ
チ
ー
ム
（
エ
ル
モ

チ
ー
ム
と
は
、
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
）
の
協
力
を
い
た
だ
き
初
参

加
し
ま
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
ラ
ソ
ン
と
は
、

４
２
・
1
9
5
㎞
を
10
名
以
上
30
名

程
度
の
チ
ー
ム
で
2
0
0
メ
ー
ト
ル

を
リ
レ
ー
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。

チ
ー
ム
で
リ
レ
ー
…
連
帯
感
も
生
ま

れ
、
し
か
も
エ
ン
ジ
ョ
イ
な
の
で
す
。

み
や
ざ
き
骨
髄
バ
ン
ク
の
活
動
に
ふ

さ
わ
し
い
と
、
バ
ン
ク
活
動
の
た
め

に
作
成
し
た
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
の
参

加
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。

ブ
ー
ビ
ー
。

　

ラ
ス
ト
4
0
0
メ
ー
ト
ル
は
、

チ
ー
ム
全
員
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
完

走
。
ゴ
ー
ル
し
た
み
ん
な
の
顔
に
は

再
び
笑
顔
が
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

�

（
み
や
ざ
き
の
会 

豊
永
）

　

英
・
仏
・
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ン

ド
ン
・
パ
リ
・
東
京
と
い
う
首
都
に

バ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
独
バ

ン
ク
は
、
ウ
ル
ム
と
い
う
人
口
12
万

人
の
地
方
の
小
都
市
に
存
在
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
に
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
が
大
き

く
関
連
し
て
い
ま
す
。
東
西
ド
イ

ツ
統
一
が
１
９
９
０
年
、
ベ
ル
リ

ン
の
壁
崩
壊
が
１
９
８
９
年
で
す
。

「Zentrales Knochenm
arkspen�

der-Register D
eutschland

」（
Ｚ

Ｋ
Ｒ
Ｄ
）
の
設
立
が
検
討
さ
れ
た
こ

ろ
は
、
現
在
首
都
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン

は
ま
だ
混
乱
状
態
で
あ
り
、
骨
髄
バ

ン
ク
の
設
立
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
ウ
ル
ム
に

有
力
教
授
が
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ

に
Ｚ
Ｋ
Ｒ
Ｄ
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
翌
日
早
朝
に
ド
イ
ツ
を
発

ち
、
最
後
の
国
フ
ラ
ン
ス
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
バ
ン
ク
「Registre 

France G
reffe de M

oelle

」（
以

下
Ｆ
Ｇ
Ｍ
）
の
設
立
は
１
９
８
６
年
。

日
本
よ
り
5
年
早
く
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｆ
Ｇ
Ｍ
は
「A

gence D
e 

La Biom
edecine

」
と
い
う
公
的

組
織
の
一
部
な
の
で
、
当
然
Ｆ
Ｇ
Ｍ

も
完
全
に
公
の
機
関
で
す
。
こ
れ
は

日
・
英
・
独
の
バ
ン
ク
と
の
最
大
の

違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
の
移
植
事
情
で

す
。
非
血
縁
者
間
の
年
間
移
植
数

は
お
よ
そ
1
0
0
0
例
。
そ
の
う

ち
約
50
％
が
P
B
S
C
T
、
25
％
が

B
M
T
、
25
％
が
C
B
T
と
の
こ

と
で
し
た
。
P
B
S
C
T
が
最
も

多
い
の
は
英
・
独
と
同
様
で
す
が
、

C
B
T
も
比
較
的
多
い
の
は
フ
ラ
ン

ス
の
特
徴
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

次
い
で
ド
ナ
ー
事
情
。
ド
ナ
ー
人
口

は
お
よ
そ
20
万
人
で
す
。
日
本
の
お

よ
そ
半
分
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
人

口
は
6
5
0
0
万
人
で
す
の
で
、
人

口
比
で
言
え
ば
ほ
ぼ
同
数
と
言
え
ま

す
。
こ
の
ド
ナ
ー
人
口
に
関
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
普

及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
ド
ナ
ー
と

患
者
の
対
面
は
禁
止
で
す
。
こ
れ
も

日
本
と
同
じ
で
す
ね
。

　

英
・
独
・
仏
の
三
ヶ
国
の
訪
問
を

終
え
て
み
て
、
日
本
の
造
血
幹
細
胞

移
植
の
現
状
と
い
う
の
は
、
か
な
り

特
殊
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
今
回
訪

れ
た
欧
州
三
ヶ
国
は
、
ど
の
国
も
末

梢
血
幹
細
胞
が
最
大
の
造
血
幹
細
胞

ソ
ー
ス
で
す
。
そ
し
て
、
J
M
D
P

の
目
標
で
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期

間
の
短
縮
に
は
、
P
B
S
C
T
が
効

果
的
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
は
主
に
ド
イ
ツ
と

の
比
較
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
に
お

い
て
保
険
外
の
患
者
の
負
担
金
が

20
万
弱
も
か
か
る
現
状
は
改
善
さ
れ

る
べ
き
だ
し
、
保
険
内
の
医
療
費
に

関
し
て
も
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の

方
が
優
れ
て
い
る
面
も
あ
り
、
他
国

の
す
べ
て
を
単
純
に
賛
美
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
美
点
は
美
点

と
し
て
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。（
野
平
）


